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い
」
を
重
ね
て
き
た
の
は
、
文
字
の
習
得
や
作
品
の
保
存
・
研
究
の
た
め

ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
が
今
を
生
き
る
自
分
を
確
か
な
存
在
と
し
て
実
感

す
る
最
善
の
読
書
法
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
よ
く
耳
に
す
る
読
書
の

意
義
は
、「
人
は
人
な
り
、
我
は
我
な
り
」
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る

と
思
え
て
な
ら
な
い
。「
漢
文
」
の
読
書
で
目
の
前
の
若
き
命
が
、
掛
け

替
え
の
な
い
自
分
に
見
合
っ
た
多
く
の
「
人
間
」
に
出
会
い
「
自
己
理

解
」
を
深
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
学
力
の
根
本
と
な
る
「
教
科

書
」
は
、「
語
句
・
文
法
的
学
習
」「
地
理
・
歴
史
的
把
握
」「
人
物
・
思

想
的
理
解
」
と
い
う
三
本
柱
で
構
成
さ
れ
た
、「
読
書
を
学
ぶ
（
教
え
る
）

名
文
集
」
で
あ
る
。
高
校
時
代
か
ら
本
格
化
す
る
「
漢
文
」
と
い
う
名
文

は
じ
め
に

「
読
書
」
の
醍
醐
味
は
「
人
間
」
を
読
む
お
も
し
ろ
さ
で
あ
る
。
必
死

に
生
き
た
人
物
達
を
命
懸
け
で
描
い
た
作
品
に
は
、
登
場
人
物
と
と
も
に

「
作
者
と
い
う
人
間
」
が
奥
深
く
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。
本
を
読
む

根
本
に
あ
る
の
は
、
今
あ
る
自
分
に
つ
い
て
真
剣
に
苦
悩
し
て
い
る
人
間

が
文
字
の
向
こ
う
側
に
い
る
同
じ
人
間
と
出
会
う
こ
と
で
あ
る
。
人
が
人

に
出
会
う
運
命
と
も
い
え
る
一
瞬
は
「
人
生
意
気
に
感
ず
」
と
い
う
境
に

本
気
で
生
き
る
人
間
を
導
く
。
先
達
が
繰
り
返
し
「
素
読
」
し
「
手
習

高
大
一
貫
の
漢
文
教
育

渡
辺
正
一

〔
実
践
報
告
〕
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学
習
と
、
大
学
の
専
門
分
野
で
あ
る
「
漢
文
学
」
研
究
と
を
貫
き
通
す

「
読
書
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一　

高
校
教
育
の
現
状
と
大
学
入
学
生
の
現
実

〈
本
章
の
概
略
〉

１
「
週
五
日
制
」「
ゆ
と
り
教
育
」「
新
課
程
」
で
高
校
「
古
典
」
の
授
業

激
減
（
お
そ
ら
く
「
週
六
日
制
・
旧
課
程
」
の
３
割
～
５
割
減
）

▼
平
成
四
年
九
月
～
月
１
回
土
曜
休
み　

→　

平
成
七
年
四
月
～
月
２
回
土
曜
休
み　

→　

平
成
十
四
年
四
月
～
完
全
週
５
日
制

（
小
中
学
校
は
平
成
十
三
年
四
月
～
）

▼
平
成
十
五
年
四
月
～
「
ゆ
と
り
教
育
」
本
格
的
開
始

（
小
中
学
校
は
平
成
十
四
年
四
月
～
）

▼
平
成
十
一
年
「
学
習
指
導
要
領
」
告
示　

→　

平
成
十
五
年
度
の
一
年
生
か
ら
学
年
進
行
で
実
施

２　

特
に
高
校
教
育
現
場
で
の
「
教
科
書
」
就
中
「
漢
文
」
軽
視

（
大
学
入
試
で
の
出
題
率
の
低
さ
）

３
「
句
形
」
暗
記
こ
そ
「
漢
文
」
学
習
と
す
る
受
験
勉
強
の
現
実

（「
音
読
」
学
習
不
足
・「
人
物
理
解
」
無
視
）

４　

そ
の
「
句
形
」
学
習
す
ら
そ
の
場
凌
ぎ
と
い
う
現
実

（「
返
り
点
・
送
り
が
な
」
も
理
解
で
き
な
い
高
校
生
の
存
在
）

５
「
国
文
法
」・「
漢
文
」
未
履
修
の
大
学
入
学
生
の
存
在

６
「
漢
和
辞
典
」
の
引
き
方
を
知
ら
な
い
大
学
入
学
生
の
現
実 

〈
高
校
教
育
の
現
状
〉

　
「
文
部
科
学
省
が
「
詰
め
込
み
」
教
育
を
否
定
し
、
片
や
「
ゆ
と
り
」

教
育
を
推
進
し
、「
週
五
日
制
」（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
〈
省
令
〉）
を

導
入
し
た
結
果
、
日
本
中
の
子
供
た
ち
が
低
学
力
、
学
力
劣
化
に
悩
み
、

猫
も
杓
子
も
塾
通
い
、
狂
気
の
沙
汰
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
情
況
を
招

来
し
て
し
ま
っ
た
。」（『
憂
う
！
わ
が
国
の
文
教
政
策
』）
と
い
う
吹
野
安

先
生
の
憤
慨
が
、
ま
さ
に
高
校
教
育
の
現
状
で
あ
る
。

　
「
週
五
日
制
」
の
完
全
実
施
に
先
立
っ
て
、
当
時
の
勤
務
校
が
そ
の

「
実
験
」
高
校
と
な
り
、
私
は
そ
の
担
当
学
年
の
担
任
と
な
っ
た
。
文
科

省
の
現
場
責
任
者
で
あ
る
管
理
職
か
ら
の
職
務
命
令
は
一
つ
、「
成
績
を

落
と
さ
ず
進
学
実
績
を
上
げ
よ
」
で
あ
る
。
ま
と
も
な
教
育
現
場
で
は
授

業
時
数
と
生
徒
の
学
力
が
比
例
す
る
。
高
校
で
の
授
業
日
数
・
時
間
数
を

減
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
学
力
向
上
の
た
め
に
ど
こ
か
で
そ
の
授
業
時
間

を
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
世
間
一
般
で
は
「
猫
も
杓

子
も
塾
通
い
、
狂
気
の
沙
汰
」（
前
出
）
と
な
っ
て
当
た
り
前
の
「
情
況
」



高大一貫の漢文教育— 513 —

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
時
の
勤
務
校
は
生
徒
・
保
護
者
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、

塾
・
予
備
校
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
生
徒
、
所
謂
「
未
塾4

児
」
が
数
多
く

い
た
。
ま
た
、
旧
制
中
学
校
か
ら
続
く
「
文
武
両
道
」
の
伝
統
を
守
り
、

運
動
部
を
中
心
に
九
割
以
上
の
生
徒
が
何
ら
か
の
部
活
に
属
し
て
い
た
。

「
週
５
日
制
」
と
い
う
の
は
、
楽
を
し
た
い
教
員
と
サ
ボ
り
た
い
生
徒
に

は
好
都
合
で
あ
っ
て
も
、
ま
と
も
な
教
育
現
場
に
あ
っ
て
は
「
今
ま
で
６

日
で
や
っ
て
き
た
授
業
を
５
日
で
熟
し
て
土
曜
・
日
曜
は
部
活
動
」
と
い

う
生
活
を
強
い
る
制
度
な
の
で
あ
る
。
当
然
、
現
場
の
教
員
・
生
徒
は

「
文
」
と
「
武
」
の
板
挟
み
に
陥
っ
た
。

「
文
」
で
は
授
業
時
間
確
保
の
た
め
「
０
時
間
目
」
と
呼
ば
れ
る
早
朝

課
外
が
国
語
・
英
語
・
数
学
に
組
み
込
ま
れ
、
６
時
間
目
の
終
了
後
に
は

「
補
習
」
が
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
実
質
一
日
８
コ

マ
の
授
業
実
施
で
、
土
曜
日
授
業
の
４
コ
マ
分
を
補
う
ど
こ
ろ
か
、
逆
に

授
業
数
を
増
や
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
変
則
的
な
授
業
を
三
年
間
日
常
と

し
た
卒
業
生
は
、
過
去
最
高
の
進
学
実
績
を
残
し
た
。

そ
し
て
、「
武
」
で
あ
る
。
結
果
を
い
え
ば
、
実
績
を
残
し
た
三
年
生

も
含
め
入
部
率
九
割
以
上
は
変
わ
ら
ず
、
野
球
部
初
の
関
東
大
会
出
場
が

象
徴
す
る
よ
う
に
、
部
活
動
は
相
変
わ
ら
ず
活
発
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
県
内
屈
指
の
伝
統
校
の
生
徒
だ
か
ら
こ
そ
成
し
遂
げ
ら
れ
た
結
果

な
の
で
あ
っ
て
、
ど
の
学
校
の
ど
の
生
徒
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
教
員
で
あ
る
。「
文
武
板
挟
み
」
に
な
っ
た
時
、
学
年
主
任

は
こ
う
言
っ
た
。「
私
は
生
徒
が
か
わ
い
い
」。
教
育
現
場
を
無
視
し
た
一

方
的
な
文
教
政
策
な
ど
で
生
徒
の
可
能
性
を
潰
し
て
な
る
も
の
か
、
と
い

う
宣
言
で
あ
る
。
吹
野
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
「
逸
れ
船
に
乗
せ
ら
れ
た
」

「
子
供
た
ち
」（
前
出
）
を
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
こ
の
学
年
主
任
の
一
言

に
、
人
の
子
を
教
え
る
責
任
を
思
い
起
こ
し
、
良
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の

は
私
一
人
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
今
思
え
ば
、
そ
の
時
に
受
け
持
っ
た
生
徒
達
の
能
力
と
矜
恃
、

そ
の
時
の
教
員
の
熱
意
と
努
力
、
こ
れ
ら
が
図
ら
ず
も
「
お
先
棒
を
担

ぐ
」
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
月
一
回
の
「
土
曜
休
み
」
は

月
二
回
と
な
り
、
そ
し
て
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
「
完
全
週
５
日
制
」、

さ
ら
に
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
は
「
ゆ
と
り
教
育
」
が
本
格
的
に
開
始
さ

れ
、
今
に
至
る
の
で
あ
る
。

〈
大
学
入
学
生
の
現
実
〉

　

高
校
教
育
の
現
状
は
、
そ
の
ま
ま
、
大
学
入
学
生
の
現
実
と
な
る
。

週
６
日
が
「
週
５
日
」
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
で
授
業
時
数
減
と
な
る
の

は
、
英
語
や
数
学
で
は
な
く
、
国
語
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
普
通
高
校
の

一
年
生
で
こ
れ
ま
で
５
単
位
だ
っ
た
「
国
語
総
合
」
が
４
単
位
と
な
っ
た
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場
合
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
５
単
位
つ
ま
り
一
週
５
コ
マ
で
あ
る
と
、

「
現
代
文
２
コ
マ
・
古
文
２
コ
マ
・
漢
文
１
コ
マ
」
と
い
う
授
業
配
分
に

な
る
た
め
、
毎
週
「
漢
文
」
の
授
業
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
週
４
コ
マ
に
な
る
と
、「
現
代
文
２
コ
マ
・
古
典
２
コ
マ
」
と
な
る

の
が
一
般
的
だ
が
、「
古
典
」
は
「
古
文
１
コ
マ
・
漢
文
１
コ
マ
」
と
い

う
授
業
配
分
に
は
な
ら
な
い
。「
漢
文
」
は
大
学
入
試
で
の
出
題
率
が
低

い
と
い
う
の
が
主
な
理
由
で
あ
る
。
私
は
新
採
用
間
も
な
い
頃
、
ベ
テ
ラ

ン
教
員
か
ら
「
そ
れ
ほ
ど
入
試
に
出
も
し
な
い
漢
文
に
授
業
時
間
を
割
い

て
ど
う
す
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
だ
「
旧
課
程
」
の
時
分
で

も
こ
の
有
様
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、「
週
５
日
制
」「
ゆ
と
り
教
育
」
と

な
っ
て
し
ま
え
ば
「
漢
文
」
を
高
校
で
履
修
し
な
い
生
徒
が
い
て
も
お
か

し
く
な
い
。「
浪
人
し
て
初
め
て
予
備
校
で
漢
文
の
授
業
を
受
け
た
」
大

学
入
学
生
の
存
在
は
理
の
当
然
で
あ
る
。

中
間
・
期
末
の
定
期
テ
ス
ト
に
出
題
す
る
た
め
に
、
一
つ
の
作
品
だ
け

そ
れ
も
２
・
３
時
間
程
で
終
わ
り
に
し
て
し
ま
う
の
が
「
漢
文
」
の
授

業
、
と
い
う
高
校
も
多
い
。
こ
の
場
合
、
定
期
テ
ス
ト
を
年
間
５
回
（
中

間
２
回
・
期
末
２
回
・
学
年
末
１
回
）
と
し
て
単
純
計
算
す
る
と
、
三
年

間
の
授
業
で
１
５
作
品
（
年
５
作
品
×
３
年
間
）
し
か
扱
わ
な
い
こ
と
に

な
る
。「
臥
薪
嘗
胆
」
や
「
管
鮑
之
交
」
を
知
ら
な
い
大
学
入
学
生
が
い

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

月
２
回
「
土
曜
休
み
」
と
な
っ
た
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
九
年
度
末
ま

で
の
三
年
間
、
私
の
「
漢
文
」
の
授
業
時
間
数
は
合
計
１
０
３
コ
マ
（
５

０
分
／
１
コ
マ
）
で
あ
っ
た
。（「
漢
文
総
合
学
習
の
試
み
」
國
學
院
中
國

學
會
報  

第
四
十
六
輯
）
こ
れ
は
か
な
り
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
自
由
に

授
業
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
学
年
で
の
時
間
数
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
現
在
で

は
三
年
間
で
５
０
～
６
０
コ
マ
程
度
で
あ
ろ
う
。
こ
の
状
況
で
大
学
入
試

突
破
と
な
る
と
、「
句
形
」
暗
記
こ
そ
「
漢
文
」
学
習
の
王
道
、
と
ば
か

り
に
受
験
勉
強
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、「
１
０
日
で
完
成
」「
一
週
間
で
成

績
ア
ッ
プ
」
と
よ
く
あ
る
受
験
参
考
書
ま
が
い
の
遣
り
口
で
手
っ
取
り
早

く
「
わ
か
り
や
す
く
」
そ
の
場
凌
ぎ
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
重
要
「
句

形
」
暗
記
ど
こ
ろ
か
「
返
り
点
・
送
り
が
な
」
も
理
解
で
き
な
い
生
徒
を

大
学
に
送
り
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
漢
文
訓
読
法
」
は
五
十
の
「
か
な
」
で
五
万
の
「
漢
字
」
に
挑
ん
だ

先
達
の
心
意
気
と
叡
智
の
結
晶
で
あ
る
。「
訓
読
文
」
は
「
自
国
語
＝
か

な
」
を
遣
っ
て
「
国
文
法
」
で
「
外
国
語
＝
漢
字
・
漢
文
」
を
読
ん
だ

「
日
本
の
古
典
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
国
文
法
」
の
知
識
な
く
し
て
「
漢

文
」
読
解
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
、「
漢
文
」
よ
り
は
ま
だ

授
業
時
間
の
と
れ
る
「
古
文
」
も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。「
週
五
日
」
で

は
「
国
文
法
」
と
い
う
授
業
を
時
間
割
に
入
れ
る
「
ゆ
と
り
」
は
な
い
。

「
用
言
」「
助
動
詞
」「
敬
語
法
」「
和
歌
の
修
辞
法
」
と
い
っ
た
重
要
事
項
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は
、「
文
法
書
」
で
体
系
的
に
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品
読
解
の
中

で
出
て
く
る
た
び
そ
れ
ら
の
断
片
を
そ
の
都
度
暗
記
、
と
い
う
や
り
方
で

す
ま
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
週
末
課
題
に
し
て
提
出
さ

せ
る
・
夏
休
み
の
課
外
で
集
中
学
習
さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
さ
ら
に
困
っ
た
こ
と
に
は
「
週
５
日
制
」
と
な
っ
た
後
、「
古

語
辞
典
」「
漢
和
辞
典
」
を
授
業
で
引
か
せ
る
時
間
的
「
ゆ
と
り
」
が
な

く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
辞
書
の
引
き
方
は
大
学
入
試
に
は
出
題
さ
れ
な

い
。
電
子
辞
書
は
使
え
て
も
、
紙
媒
体
の
「
古
語
辞
典
」「
漢
和
辞
典
」

の
引
き
方
を
知
ら
な
い
大
学
入
学
生
が
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
。

　
「
音
読
」
に
始
ま
り
「
音
読
」
に
終
わ
る
の
が
「
漢
文
」
学
習
で
あ
る
。

「
人
物
理
解
」
が
「
読
書
」
で
あ
る
。
真
の
学
力
養
成
に
は
個
々
人
に
応

じ
た
「
手
間
暇
」
が
か
か
る
も
の
な
の
だ
。「
ゆ
と
り
教
育
」
の
破
綻
は
、

「
週
５
日
制
」
に
よ
り
教
育
現
場
か
ら
「
音
読
」「
読
書
」
と
い
う
「
手
間

暇
」
＝
「
ゆ
と
り
」
を
奪
っ
た
、
当
然
の
悲
惨
な
結
末
で
あ
る
。

二　

基
礎
学
力
養
成
の
基
本
方
針

《「
高
校
」
か
ら
「
大
学
」
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
》

〈
本
章
の
概
略
〉

１　

関
連
付
け
＝
高
校
時
代
ま
で
の
知
識
を
時
間
軸
・
空
間
軸
の
中
で
結

び
付
け
て
整
理
す
る
。

２　

知
識
補
充
＝
読
解
に
必
要
不
可
欠
な
基
礎
知
識
を
関
連
付
け
て
補
充

し
基
盤
を
整
備
す
る
。

↓
〈
知
識
整
理
・
基
盤
整
備
し
つ
つ
「
読
書
」
を
重
ね
て
〉

３　

人
間
理
解
＝
結
び
付
け
て
整
理
し
補
充
し
整
備
し
た
基
礎
知
識
を
人

間
理
解
（
自
己
理
解
）
に
役
立
て
る
。

〈「
高
校
」
か
ら
「
大
学
」
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
〉

　

高
校
ま
で
の
学
習
を
土
台
と
し
て
「
漢
文
学
」
研
究
が
あ
る
。
そ
の
基
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礎
を
な
す
「
漢
文
」
の
教
科
書
の
中
心
教
材
は
、『
論
語
』・『
孟
子
』・『
史

記
』・『
唐
詩
選
』
で
あ
る
。
主
に
こ
れ
ら
の
中
か
ら
高
校
三
年
間
で
学
ん

で
お
き
た
い
（
授
業
し
て
お
き
た
い
）、
大
学
で
の
勉
強
・
研
究
の
基
盤

と
な
る
教
材
を
、
ジ
ャ
ン
ル
別
・
人
物
中
心
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

（
参
考
『
歴
史
と
人
物
で
学
ぶ　

漢
文
演
習
』
渡
邊
焉
馬
）

史
伝　
（
時
代
順
）

１　

管
仲
と
鮑
叔
「
管
鮑
之
交
」（「
春
秋
五
覇
」）

２　

晏
嬰
「
節
倹
力
行
」

３　

呉
王
夫
差
と
越
王
勾
践
「
臥
薪
嘗
胆
」

４　

蘇
秦
と
張
儀
「
合
従
連
衡
」（「
戦
国
七
雄
」）

５　

藺
相
如
と
廉
頗
「
刎
頸
之
交
」

６　

孟
嘗
君
「
鶏
鳴
狗
盗
」（「
戦
国
四
君
」）

７　

項
羽
と
劉
邦
「
鴻
門
之
会
」・「
四
面
楚
歌
」

思
想　
（
学
派
別
）

１　
「
儒
家
」
＝
孔
子
・
顔
回
・
子
貢
・
曾
子
・
子
路
「
聖
人
と
弟
子
達
」

２　

孟
子
と
荀
子
＝
「
性
善
説
」
と
「
性
悪
説
」

３　
「
法
家
」
＝
韓
非
子
「
信
賞
必
罰
」

４　
「
道
家
」
＝
老
子
・
荘
子
「
無
為
自
然
」・「
胡
蝶
之
夢
」

詩
文　
（
時
代
順
）

１　

中
華
民
衆
の
歌
『
詩
経
』

２　

屈
原
『
楚
辞
』

３　

陶
淵
明
「
飲
酒
二
十
首
（
其
の
五
）」

４　

李
白
「
早
発
白
帝
城
」「
送
友
人
」「
春
夜
宴
桃
李
園
序
」

５　

杜
甫
「
絶
句
」「
春
望
」「
登
高
」

６　

白
居
易
「
香
炉
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁
」

７　

杜
牧
「
江
南
春
」「
山
行
」

８　

韓
愈
「
雑
説
」（「
古
文
復
興
運
動
」）

９　

柳
宗
元
「
捕
蛇
者
説
」（「
唐
宋
八
大
家
」）

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
で
充
分
な
ど
と
は
と
て
も
い
え
ず
、
教
育
現
場

の
事
情
に
よ
っ
て
意
見
は
多
岐
に
わ
た
る
。
し
か
し
、
私
は
自
身
の
現
場

経
験
を
踏
ま
え
「
高
大
一
貫
の
漢
文
教
育
」
の
実
情
を
考
え
る
と
、
右
の

約
三
十
名
の
「
人
物
理
解
」
が
適
当
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

「
読
書
」
は
「
人
物
理
解
」
で
あ
る
。
高
校
で
も
大
学
で
も
同
様
で
あ

る
。「
漢
文
」
に
登
場
す
る
上
記
の
三
十
名
程
の
重
要
人
物
達
が
、
ど
の

時
代
・
ど
ん
な
場
所
で
、
い
か
に
考
え
て
生
き
抜
い
た
の
か
を
「
読
書
」

し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
大
学
で
の
勉
強
・
研
究
は
「
砂
上
の
楼
閣
」
に
帰

す
る
。
努
力
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
・
先
へ
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
何
を
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
、
自
分
自
身
さ
え
も
見
失
う
こ
と
に
な
る
。
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し
か
し
今
、
高
校
教
育
が
そ
の
場
凌
ぎ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
実
態
を

見
る
と
、
高
校
で
学
ん
だ
「
漢
文
」
の
知
識
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
大
学

に
お
け
る
「
漢
文
学
」
研
究
の
土
台
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
高
校
か
ら
大

学
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
は
も
は
や
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
研
究

の
土
台
を
な
す
基
本
学
習
は
、
大
学
の
現
場
に
先
送
り
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

〈
基
礎
学
力
養
成
の
基
本
方
針
〉

　

大
学
入
学
生
に
対
す
る
「
漢
文
」
指
導
の
根
幹
は
、「
関
連
付
け
」
に

よ
る
知
識
整
理
と
「
知
識
補
充
」
に
よ
る
基
盤
整
備
で
あ
る
。
こ
れ
が
不

十
分
な
学
力
の
ま
ま
大
学
に
入
学
し
て
し
ま
っ
た
「
漢
文
」
学
習
者
に
対

す
る
、
大
学
現
場
に
お
け
る
「
基
礎
学
力
養
成
の
基
本
方
針
」
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
「
五
十
音
図
」
が
正
し
く
書
け
る
本
学
入
学
生

は
、
４
０
人
中
３
～
４
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
二
十

八
年
度
ま
で
の
三
年
間
〈
中
国
古
典
読
法
基
礎
〉
の
最
初
の
授
業
で
「
確

認
テ
ス
ト
（
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
）」
し
た
結
果
で
あ
る
。（「
ピ
ン
イ

ン
」
表
記
で
用
い
る
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
ロ
ー
マ
字
・
２
６
文
字
の
大

文
字
と
小
文
字
）」
に
つ
い
て
も
「
確
認
」
す
る
予
定
）
こ
れ
は
私
が
嘗

て
勤
務
し
た
新
設
高
校
の
一
年
生
に
も
劣
る
数
値
で
あ
る
。
誤
解
な
き
よ

う
に
断
っ
て
お
く
が
、
私
は
本
学
入
学
生
の
学
力
の
程
度
を
嘆
い
て
い
る

の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
受
験
勉
強
に
堕
し
基
礎
か
ら
し
っ
か

り
と
指
導
さ
れ
な
か
っ
た
（
指
導
し
よ
う
に
も
で
き
な
か
っ
た
）
現
実
を

何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
入
学
後
の
落
ち
零
れ
や
本
学
の
存
亡
危
機
ど
こ
ろ

か
、
我
が
国
の
未
来
ま
で
も
危
殆
に
瀕
す
る
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。

本
学
の
学
生
諸
君
は
実
に
素
直
で
あ
る
。
き
ち
ん
と
指
導
す
れ
ば
、
生

意
気
な
理
屈
な
ど
こ
ね
ず
、
着
実
に
実
行
し
実
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
。

こ
れ
が
本
学
生
の
美
点
の
一
つ
で
あ
る
。
教
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
き

な
い
の
な
ら
、
し
っ
か
り
と
基
礎
を
教
え
た
ら
い
い
。
国
の
文
教
政
策
に

翻
弄
さ
れ
た
「
逸
れ
船
」
の
若
き
水
夫
を
「
大
船
」
に
乗
り
換
え
さ
せ
、

真
理
の
大
海
へ
と
導
け
ば
い
い
。
そ
の
「
手
間
暇
」
こ
そ
大
学
現
場
の
、

就
中
、「
国
の
基
を
究
む
る
」
國
學
院
の
使
命
で
あ
る
と
思
う
。

　
「
関
連
付
け
」
と
は
、
高
校
時
代
ま
で
に
学
習
し
た
「
断
片
的
」
知
識

を
時
間
軸
（
年
表
）・
空
間
軸
（
地
図
）・
人
間
関
係
の
中
で
結
び
付
け
て

整
理
す
る
学
習
方
法
で
あ
る
。
大
学
入
学
生
の
中
で
か
な
り
「
漢
文
」
を

勉
強
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
学
生
で
も
、「
春
秋
時
代
」
と
「
戦
国
時
代
」

の
区
別
が
正
確
に
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
「
孔
子
」
と
「
孟
子
」
の
区
別

す
ら
で
き
な
い
入
学
生
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
実

の
中
で
進
級
し
「
研
究
」
と
称
し
て
専
門
分
野
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た

ら
、「
新
注
」
だ
「
古
注
」
だ
と
御
託
を
並
べ
た
と
こ
ろ
で
、
ま
と
も
な
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読
解
な
ど
で
き
る
訳
が
な
い
。

「
関
連
付
け
」
学
習
の
具
体
例
と
し
て
「
孔
子
」
に
つ
い
て
の
授
業
実

践
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
は
大
ま
か
に
、
―
「
孔
子
」
は
「
春
秋
時
代
」
の

「
魯
」
に
生
ま
れ
た
「
儒
家
」
の
祖
で
、「
名
」
は
「
丘
」・「
字
」
は
「
仲

尼
」。
高
弟
に
は
「
顔
回
」・「
子
貢
」・「
曾
子
」・「
子
路
」
な
ど
魅
力
的

な
人
物
が
い
る
。
さ
ら
に
、
同
時
代
の
人
物
で
隣
国
の
「
斉
」
に
は
「
晏

嬰
」
が
い
る
―
と
い
っ
た
説
明
を
す
る
。
そ
し
て
、「
辞
書
」
や
「
テ
キ

ス
ト
」
の
巻
末
に
あ
る
「
年
表
」・「
歴
史
地
図
」
で
確
認
さ
せ
、
時
代
と

場
所
・
思
想
な
ど
を
把
握
さ
せ
る
。

　
「
知
識
補
充
」
と
は
、
高
校
時
代
ま
で
に
学
習
し
な
か
っ
た
（
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
）
読
解
に
必
要
不
可
欠
な
基
礎
知
識
を
、
学
習
し
た
（
覚

え
て
い
る
）
事
項
と
関
連
付
け
て
補
充
す
る
基
盤
整
備
学
習
で
あ
る
。

「
孔
子
」
に
関
連
し
た
具
体
例
を
あ
げ
れ
ば
、「
孟
子
」
と
「
荀
子
」、「
荀

子
」
と
「
韓
非
」「
李
斯
」
な
ど
で
あ
る
。「
性
善
説
」
と
「
性
悪
説
」、

「
礼
」
と
「
法
」・「
秦
の
天
下
統
一
」
な
ど
を
簡
潔
に
説
明
す
る
。
以
上

を
「
関
連
付
け
」
学
習
と
同
様
に
「
年
表
」・「
歴
史
地
図
」
で
確
認
さ

せ
、
時
代
と
場
所
・
思
想
的
関
連
・
人
間
関
係
を
把
握
さ
せ
る
。

　
「
関
連
付
け
」
と
「
知
識
補
充
」
と
は
互
い
に
補
い
合
っ
て
、
研
究
に

必
要
不
可
欠
な
知
識
の
土
台
を
築
く
。
す
べ
て
の
基
盤
は
根
底
か
ら
の
積

み
上
げ
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
に

は
、
金
儲
け
に
奔
走
す
る
受
験
産
業
が
、
学
校
の
授
業
・
勉
強
を
サ
ボ
り

ま
く
っ
た
無
精
者
の
怠
惰
と
焦
燥
を
逆
手
に
と
り
、「
試
験
に
出
る
」「
こ

れ
だ
け
で
合
格
」
と
喧
伝
す
る
。
現
実
の
「
合
格
・
落
第
」
が
目
前
に
な

る
と
、
こ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
、
ま
と
も
に
勉
強
を
積
み
上
げ
て
き
た
生

徒
も
つ
い
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
高
校
現
場
の
教
員
で
さ
え

例
外
で
は
な
い
。
今
の
大
学
合
格
者
は
こ
の
現
実
の
「
勝
者
」
に
す
ぎ
な

い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
「
高
校
」
か
ら
「
大
学
」
へ
の
流
れ
を
総
合
的
に
捉

え
、「
関
連
付
け
」
に
よ
る
知
識
整
理
と
「
知
識
補
充
」
に
よ
る
基
盤
整

備
を
基
礎
学
力
養
成
の
基
本
方
針
と
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
基
礎

学
習
を
繰
り
返
し
な
が
ら
「
読
書
」
を
重
ね
「
人
間
理
解
」
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

三　

大
学
入
学
生
の
指
導
実
践
例

《
基
礎
反
復
に
よ
る
積
み
上
げ
学
習
》

〈
本
章
の
概
略
〉

〈
前
期
〉
中
国
古
典
読
法
基
礎 

＝ 

語
句
・
文
法
的
学
習
が
中
心

☆
「
国
文
法
」
と
「
漢
文
訓
読
法
」
の
基
礎
を
関
連
付
け
た
授
業
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１　
「
古
典
文
法
」
＝ 

「
五
十
音
図
」、「
用
言
の
活
用
」、「
助
動
詞
の
活

用
・
接
続
・
意
味
」

（
テ
キ
ス
ト
『
新
し
い
古
典
文
法
』
桐
原
書
店
）

２　
「
基
本
句
形
」
＝ 
「
漢
文
」
訓
読
法
と
「
国
文
法
」
と
の
関
連
付
け

（
テ
キ
ス
ト
『
漢
文
必
携
』
桐
原
書
店
）

３　
「
漢
和
辞
典
」
＝ 

「
辞
書
」
の
引
き
方
・
付
録
の
使
い
方

（「
文
学
史
」・「
歴
史
地
図
」
な
ど
）

＊
各
辞
書
の
個
性
（『
新
字
源
』
角
川
、『
漢
辞

海
』
三
省
堂
、『
新
漢
語
林
』
大
修
館
な
ど
）

４　
「
文
章
読
解
」
＝ 

王
安
石
「
読
孟
嘗
君
伝
」

（『
中
國
文
學
概
説
』
國
學
院
中
文
編
・『
漢
文
必

携
』、 

「
学
習
（
白
文
）
プ
リ
ン
ト
」
配
付
・

音
読
・
読
解
）

＊
毎
時
間
「
国
文
法
・
訓
読
法
の
基
礎
」
の
プ
リ
ン
ト
学
習

〈
配
付
→
学
習
内
容
「
確
認
豆
テ
ス
ト
」
→
提
出
（
出
席
確
認
）〉

〈
前
期
〉
中
国
古
典
読
法
Ⅰ

１　

語
句
・
文
法
的
学
習

◎
「
重
要
漢
字
（
何
・
為
・
与
・
若
・
如
）」
の
基
本

「
句
形
学
習
」（『
漢
文
必
携
』
例
文
の
「
学
習
プ
リ
ン
ト
」）

◎
「
基
本
句
形
豆
テ
ス
ト
〈
全
１
２
回
〉」（「
読
法
Ⅱ
」
で
も
復
習
）

「
音
読
」・「
手
習
い
」
反
復
学
習

＊
「
国
文
法
」
の
復
習
・
確
認
（
特
に
助
動
詞
・
学
生
に
よ
っ
て
は
用

言
も
）

２　

歴
史
・
地
理
的
把
握

「
春
秋
・
戦
国
時
代
」
を
「
文
学
史
」
と
「
歴
史
地
図
」
で
把
握　

３　

人
物
・
思
想
的
理
解

「
中
国
古
典
読
法
基
礎
」
に
関
連
す
る
『
史
記
』「
孟
嘗
君
列
伝
」

（『
中
國
文
學
概
説
』、「
白
文
プ
リ
ン
ト
」
配
付
・
音
読
・
読
解
）

　
　
　
　
　
　
　

↓
〈
前
期
〉
か
ら
〈
後
期
〉
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ

〈
後
期
〉
中
国
古
典
読
法
Ⅱ

１　

語
句
・
文
法
的
学
習

「
読
法
Ⅰ
」
で
使
用
し
た
「
基
本
句
形
豆
テ
ス
ト
〈
全
１
２
回
〉」
を

「
音
読
」・「
手
習
い
」
反
復
復
習

２　

歴
史
・
地
理
的
把
握

「（
先
史
～
）
秦
の
天
下
統
一
～
現
代
（
時
間
が
な
け
れ
ば
唐
・
宋
代

ま
で
）」
を
「
文
学
史
」
と
「
歴
史
地
図
」
で
把
握
（「
春
秋
・
戦
国

時
代
」
の
復
習
も
）

３　

人
物
・
思
想
的
理
解
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「
管
仲
と
鮑
叔
」「
孟
子
と
荀
子
」「
項
羽
と
劉
邦
」「
李
白
と
杜
甫
」

と
い
っ
た
重
要
人
物
達
の
生
き
た
時
代
と
個
性
・
思
想
を
踏
ま
え
た

理
解
（『
史
記
』・『
唐
詩
選
』
な
ど
か
ら
の
「
白
文
プ
リ
ン
ト
」
配

付
・
音
読
・
読
解
）

〈
前
期 

中
国
古
典
読
法
基
礎 

の
授
業
〉

　
「
中
国
古
典
読
法
基
礎
」
は
、「
漢
文
」
を
初
め
て
学
ぶ
学
生
に
も
理
解

可
能
な
レ
ベ
ル
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く
、「
国
文
法
」
と
「
漢
文
訓
読
法
」

の
基
礎
を
関
連
付
け
た
、「
語
句
・
文
法
的
学
習
」
中
心
の
授
業
で
あ
る
。

受
講
生
は
中
国
文
学
科
一
年
生
ば
か
り
で
な
く
、
他
学
部
・
他
学
科

の
、
そ
れ
も
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
・
さ
ら
に
留
学
生
と
、
多
彩
な
顔

ぶ
れ
が
集
ま
っ
て
い
る
。
受
講
目
的
も
様
々
な
の
だ
が
、「
漢
文
」
の
読

解
方
法
を
基
礎
か
ら
学
び
た
い
、
あ
る
い
は
「
漢
文
」
を
読
め
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
い
う
思
い
は
共
通
で
あ
る
。「
教
科
書
」
が
読
め
る
か
ど
う

か
を
試
す
「
教
員
採
用
試
験
」
に
備
え
て
と
い
う
学
生
は
い
て
も
、「
漢

文
」
が
得
意
だ
と
い
う
学
生
は
い
な
い
と
い
っ
て
い
い
。
驚
く
の
は
、
本

学
に
入
学
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
高
校
で
「
国
文
法
」
や
「
漢
文
」

の
授
業
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
学
生
が
少
な
か
ら
ず
い
る
現
実
で
あ
る
。

ま
し
て
や
「
世
界
史
」・「
地
理
」
の
未
履
修
者
数
は
調
査
す
る
だ
に
お
ぞ

ま
し
い
。
し
か
し
、
ま
ず
は
と
も
か
く
「
国
語
」
で
あ
る
。
高
校
時
代
に

使
用
し
た
「
国
文
法
書
（
古
典
文
法
書
）」・「
漢
文
学
習
書
」
で
の
復
習
・

（
初
め
て
の
）
学
習
で
あ
る
。
高
校
で
履
修
し
な
か
っ
た
受
講
生
に
は

「
古
典
文
法
書
」（『
新
し
い
古
典
文
法
』）
と
「
漢
文
学
習
書
」（『
漢
文
必

携
』）
を
購
入
さ
せ
、
高
校
一
年
生
の
基
本
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く
。
指

導
概
略
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
任
の
長
谷
川
清
貴
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
本
に
、
現
場
の
学
生
の
状
況
を
踏
ま
え
た
今
の
と
こ
ろ

の
授
業
実
践
で
あ
る
。

　

第
一
に
「
国
文
法
（
古
典
文
法
）」
で
は
、「
五
十
音
図
〈
ひ
ら
が
な
〉

〈
カ
タ
カ
ナ
〉」
の
正
し
い
書
写
か
ら
始
め
る
。
次
に
「
用
言
（
動
詞
・
形

容
詞
・
形
容
動
詞
）
の
活
用
」、
さ
ら
に
「
助
動
詞
（
２
９
語
）
の
活

用
・
接
続
・
意
味
」
を
理
解
・
暗
記
さ
せ
る
。

　

第
二
に
「
基
本
句
形
」
で
は
、
ま
ず
「
国
文
法
」
と
「
漢
文
訓
読
」
の

基
礎
を
関
連
付
け
て
理
解
さ
せ
る
。
具
体
的
に
は
、「
日
本
語
」
と
「
漢

文
」
と
の
違
い
を
次
の
三
点
で
示
す
。

　
　

①
語
順
→
「
返
り
点
」
の
意
味
と
使
用
法

　
　

②
活
用
→
「
送
り
が
な
」
の
意
味
と
使
用
法

　
　

③
品
詞
→ 

特
に
「
助
詞
・
助
動
詞
」
の
接
続
と
使
用
法

次
に
、「
国
文
法
（
＝
中
古
文
法
）」
と
「
訓
読
法
」
と
の
相
違
点
を
板
書

す
る
。
例
え
ば
、

☆
「
国
文
法
」　　
　
　
　
　

☆
「
訓
読
法
」
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「
死
ぬ
」
ナ
変　
　
　

→　
　
「
死
す
」
サ
変

　
　
　
　
「
侍
り
」
ラ
変　
　
　

→　
　
「
侍
す
」
サ
変　
　

　
　
　
　
「
来
」
カ
変　
　
　
　

→　
　
「
来
た
る
」
四
段
活
用　
　
　

な
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
基
本
句
形
」
習
得
に
む
け
毎
時
間
「
学
習
プ
リ
ン
ト
」（
原

則 

Ｂ
４
一
枚
）
で
指
導
す
る
。
具
体
的
に
は
、
テ
キ
ス
ト
と
同
じ
例
文

（
白
文
）
を
「
音
読
」
し
「
返
り
点
・
送
り
が
な
」
を
付
け
さ
せ
た
後
、

最
後
１
０
分
間
同
じ
例
文
で
の
「
確
認
テ
ス
ト
」、
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

学
習
順
序
は
、『
漢
文
必
携
』
句
形
編
に
な
ら
い
次
の
よ
う
に
し
た
。

　
　

①
「
否
定
形
」・「
疑
問
形
」・「
反
語
形
」・「
使
役
形
」・「
受
身
形
」

　
　

②
「
詠
嘆
形
」・「
仮
定
形
」・「
限
定
形
」・「
累
加
形
」・「
比
較
形
」

　
　

③
「
選
択
形
」・「
比
況
形
」・「
抑
揚
形
」・「
願
望
形
」・「
倒
置
形
」

＊
特
に
、
①
の
「
重
要
五
句
形
」
を
確
実
に
理
解
・
暗
記

「
日
本
語
」
は
、「
膠
着
語
」
＝
形
が
変
わ
っ
て
（
活
用
）
く
っ
つ
き
合

う
（
接
続
）
と
い
う
性
質
の
言
語
、
だ
か
ら
「
用
言
」
と
「
助
動
詞
」
の

学
習
が
重
要
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
漢
文
」
は
「
孤
立
語
」
＝
語
形

変
化
が
な
く
語
の
配
列
順
序
（
語
順
）
で
語
義
が
定
ま
る
と
い
う
性
質
の

言
語
、
だ
か
ら
「
訓
読
」
に
「
返
り
点
」・「
送
り
が
な
」
が
必
要
に
な

る
。
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
我
が
先
達
に
よ
る
五
十
の
「
か
な
」
で
五
万

の
「
漢
字
」
を
読
む
「
漢
文
訓
読
法
」
創
出
の
意
義
、
さ
ら
に
、
日
本
が

日
本
と
し
て
今
存
在
し
て
い
る
理
由
の
一
端
を
「
基
本
句
形
」
習
得
を
と

お
し
て
実
感
さ
せ
た
い
。

　

第
三
に
「
漢
和
辞
典
」
の
活
用
指
導
で
あ
る
。「
週
５
日
制
」
と
な
っ

た
後
、「
辞
典
」
を
授
業
で
引
か
せ
る
時
間
的
「
ゆ
と
り
」
が
な
く
な
っ

た
、
と
前
述
し
た
。
さ
ら
に
、
安
く
て
軽
く
て
便
利
な
「
電
子
辞
書
」

が
、
パ
ソ
コ
ン
と
紙
・
鉛
筆
の
関
係
と
同
様
に
、「
紙
の
辞
書
」
に
取
っ

て
代
わ
っ
た
。「
電
子
辞
書
」
や
「
ス
マ
ホ
検
索
」
を
否
定
は
し
な
い
が
、

大
学
生
が
「
漢
和
辞
典
」
を
引
け
な
い
言
い
訳
に
は
な
ら
な
い
。「
漢
字
」

だ
け
で
「
漢
字
」
を
読
む
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。（
そ
れ
ゆ
え
の
「
科

挙
」・
そ
れ
ゆ
え
の
「
ピ
ン
イ
ン
」
と
い
う
歴
史
が
あ
る
）
音
読
・
訓
読

で
き
な
い
「
漢
字
」
は
読
め
な
い
。「
総
画
索
引
」
は
面
倒
臭
い
。
つ
ま

り
「
部
首
索
引
」
が
「
漢
和
辞
典
」
の
基
本
的
な
引
き
方
だ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。（「
四
角
号
碼
」
は
基
礎
指
導
で
は
取
り
扱
わ
な
い
）『
新
字
源
』・

『
漢
辞
海
』・『
新
漢
語
林
』
を
推
薦
し
て
い
る
が
、「
辞
典
」
に
も
個
性
が

あ
る
。
例
え
ば
、「
為
」
を
「
部
首
索
引
」
す
る
場
合
、『
新
字
源
』
で
は

「
爪
」
部
で
あ
る
が
、『
漢
辞
海
』
で
は
「
火
（
灬
）」
部
・『
新
漢
語
林
』

で
は
「
灬
」
の
部
首
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
煩
わ
し
さ
も
「
紙
の
辞

書
」
離
れ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
各
辞
書
の
「
付
録
・
コ
ラ
ム
」
の
使
い
方
で
あ
る
。
授
業
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
紹
介
し
、
読
解
目
的
に
見
合
っ
た
使
い
方
を
指
導
し
て
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い
る
。
各
辞
書
の
持
つ
特
色
の
一
部
を
例
示
す
る
。

『
新
字
源
』
付
録
「
中
国
文
化
史
年
表
」
＝
明
解
な
「
漢
文
」
歴
史

解
説

『
漢
辞
海
』
付
録
「
漢
文
読
解
の
基
礎
」
＝
簡
潔
な
「
漢
文
」
構
造

説
明

『
新
漢
語
林
』
本
編
中
「
４
６
コ
ラ
ム
」
＝
重
要
な
「
漢
文
」
事
項

概
説

＊
『
新
字
源
』
付
録
「
中
国
文
化
史
年
表
」
は
「
読
法
Ⅰ
・

Ⅱ
」
で
も
使
用
（
プ
リ
ン
ト
配
付
）

　

第
四
が
「
文
章
読
解
」
で
あ
る
。『
読
孟
嘗
君
伝
』（「
唐
宋
八
大
家
文

読
本
」）
は
、
テ
キ
ス
ト
の
『
中
國
文
學
概
説
』
に
も
『
漢
文
必
携
』
に

も
採
用
さ
れ
て
い
る
。『
史
記
』「
孟
嘗
君
列
伝
第
十
五
」
を
読
ん
だ
王
安

石
の
九
十
字
で
の
名
評
論
文
で
あ
る
。
授
業
内
容
を
概
説
す
る
。

１
「
人
物
理
解
」
中
心
の
読
解
＝
「
時
代
背
景
」
と
「
歴
史
地
図
」

戦
国
時
代
「
孟
嘗
君
」
＝
「
戦
国
四
君
」・「
戦
国
七
雄
」

↑
↓

前
漢 

「
司
馬
遷
」
＝
『
史
記
』「
孟
嘗
君
列
伝
第
十
五
」

↑
↓

北
宋 

「
王
安
石
」
＝
「
読
孟
嘗
君
伝
」

２
文
章
構
成
の
把
握
＝
「
対
比
構
造
」
を
読
み
取
る

①
「
題
名
」
を
読
む

「
孟
嘗
君
」
と
は
ど
ん
な
「
人
物
」
か
？

②
「
本
文
」
を
読
む

〈
評
論
文
〉
読
解
の
ポ
イ
ン
ト

Ａ
「
具
体
例
」
で
説
明　

→
「
鶏
鳴
」
と
「
狗
盗
」

Ｂ
「
対
比
」
で
強
調　
　

→
前
半
「
一
般
論
」

⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
半
「
自
説
」

Ｃ
「
言
い
換
え
」
て
反
復
→
後
半
「
自
説
」
を
「
詠
嘆
形
」・

「
限
定
形
」・「
反
語
形
」・「
否
定
形
」
で
反
復
強
調

３
内
容
理
解
と
要
約
＝
「
重
要
漢
字
」
と
「
基
本
句
形
」
の
働
き

①
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」「
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
」

「
嗟
乎
、
孟
嘗
君
特
鶏
鳴
狗
盗
之
雄
耳
」

②
「
要
約
（
２
０
～
３
０
字
）」

［
孟
嘗
君
は
「
士
之
雄
」
で
は
な
く
、「
鶏
鳴
狗
盗
之
雄
」
で
あ
る
。］

（
孟
嘗
君
は
、
英
雄
な
ど
で
は
な
く
、
た
だ
の
親
分
に
す
ぎ
な
い
。）

〈
前
期 

中
国
古
典
読
法
Ⅰ 

の
授
業
〉

　

学
力
の
根
本
と
な
る
「
教
科
書
」
は
、「
語
句
・
文
法
的
学
習
」「
地

理
・
歴
史
的
把
握
」「
人
物
・
思
想
的
理
解
」
と
い
う
三
本
柱
で
構
成
さ
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れ
た
、「
読
書
を
学
ぶ
（
教
え
る
）
名
文
集
」
で
あ
る
。「
名
文
」
中
に
は

「
名
人
」
が
生
き
て
い
る
。
小
林
秀
雄
は
「
人
間
か
ら
出
て
来
て
文
章
と

な
っ
た
も
の
を
、
再
び
元
の
人
間
に
返
す
事
」
が
「
読
書
の
技
術
」（「
読

書
に
つ
い
て
」）
だ
と
い
う
。
要
す
る
に
、「
読
書
」
は
文
字
と
い
う
形
に

封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
登
場
人
物
・
作
者
を
本
来
の
人
間
の
姿
に
戻
す
こ

と
に
あ
り
、「
作
者
と
い
う
人
間
」
と
「
読
者
と
い
う
人
間
」
の
「
対
話
」

が
こ
こ
か
ら
始
ま
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

〈
中
国
古
典
読
法
Ⅰ
〉
の
授
業
は
、
文
字
面
だ
け
の
学
習
に
な
ら
な
い

よ
う
に
工
夫
し
て
構
成
さ
れ
た
「
教
科
書
」
の
「
三
本
柱
」
を
核
と
す
る

「
音
読
・
手
習
い
」
の
反
復
学
習
で
あ
る
。

〈
語
句
・
文
法
的
学
習
〉

　

①
「
重
要
漢
字
」
学
習

　
「
基
本
句
形
」
を
丸
暗
記
し
て
試
験
に
合
格
し
て
も
、「
漢
文
」
が
読
解

で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
「
漢
字
」
が
そ
の
時
そ
の
場
面
で
ど
ん
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
前
後
関
係
を
把
握
し
て
読
み
分
け
な
け
れ
ば

読
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
「
語
・
文
」
の
前
後
関

係
・「
文
脈
」
の
場
面
状
況
の
読
み
取
り
は
、「
漢
文
」
の
み
な
ら
ず
「
古

文
」・「
現
代
文
」
さ
ら
に
は
「
外
国
語
」
に
お
い
て
も
共
通
の
読
解
法
で

あ
る
。
人
間
関
係
と
同
様
に
言
葉
の
意
味
を
決
定
す
る
の
は
、
そ
の
時
そ

の
場
の
前
後
関
係
・
場
面
状
況
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
の
方
法
は
、
言
わ
ば

「
普
遍
的
読
解
法
」
で
あ
る
。「
漢
文
学
」
研
究
の
常
で
あ
る
数
多
重
の

「
註
疏
」
を
参
考
と
し
な
が
ら
読
み
進
む
「
特
殊
な
読
解
法
」
と
は
対
照

的
な
も
の
だ
。
大
学
入
学
生
に
は
、「
漢
文
学
」
と
い
う
特
殊
研
究
に
踏

み
込
む
前
に
、
一
つ
の
「
漢
字
」
の
様
々
な
読
み
取
り
方
「
普
遍
的
読
解

法
」
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。
前
後
関
係
・
場
面
状
況
を
広
く
見
渡
す

「
観
の
眼
」
を
持
っ
て
こ
そ
、
専
門
分
野
を
細
か
く
見
分
け
る
「
察
の
眼
」

が
鋭
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
研
究
し
て
い
る
自
分
自
身
の
位
置
も
客
観

的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
だ
。
こ
の
こ
と
は
次
に
述
べ
る
「
地

理
・
歴
史
的
把
握
」・「
人
物
・
思
想
的
理
解
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。

　

五
万
字
の
中
か
ら
『
漢
文
必
携
』
は
「
百
十
一
語
」
を
「
重
要
漢
字
」

と
し
て
ま
と
め
、『
漢
文
語
彙
字
典
』（
尚
文
出
版
）
で
は
「
約
４
５
０
字

厳
選
」
し
て
「
必
修
漢
字
」
と
し
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
度
の
高
校
二

年
生
に
は
自
分
の
現
場
経
験
か
ら
「
重
要
漢
字
」
を
「
厳
選
」
し
、「
必

修
百
漢
字
豆
テ
ス
ト
（
十
字
ず
つ
十
回
）」
を
作
成
し
授
業
開
始
時
に
実

施
し
た
。

現
在
「
中
国
古
典
読
法
Ⅰ
」
の
授
業
で
は
、「
必
修
百
字
」
か
ら
「
最

重
要
五
漢
字
」
＝
「
何
」・「
為
」・「
与
」・「
若
」・「
如
」
を
選
抜
し
、「
プ

リ
ン
ト
」
学
習
さ
せ
て
い
る
。
三
枚
の
「
学
習
プ
リ
ン
ト
」（
約
６
０
例
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文
）
を
使
っ
た
「
音
読
・
手
習
い
」
に
よ
る
「
反
復
学
習
」
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、「
百
字
×
一
文
＝
百
例
文
」
よ
り
も
多
面
的
な
（
多
場
面
・

多
状
況
に
対
応
し
た
）「
五
字
×
十
二
文
＝
六
十
例
文
」
の
学
習
が
可
能

と
な
る
。
基
礎
学
力
構
築
に
は
、
三
冊
の
テ
キ
ス
ト
を
一
回
ず
つ
や
る
よ

り
も
、
一
冊
の
テ
キ
ス
ト
を
三
回
や
る
方
が
効
果
的
な
の
と
同
じ
で
あ

る
。「
学
習
プ
リ
ン
ト
」
の
一
部
を
例
示
す
る
。

【
疑
問
形
】（『
漢
文
必
携
』
ｐ
４
４
～
５
１
）

一
「
何
」
を
用
い
る
句
形

１　

何　

謂　

浩　

然　

之　

気
。（『
孟
子
』「
公
孫
丑
上
」）

　
　

何
を
か　
　

浩
然
の
気
と　
　

謂
ふ
。

　
　
何
を 

「
浩
然
の
気
」
と
言
う
の
か
。

２　

相　

煎　

何　

太　

急
（
曹
植
「
七
歩
詩
」）

　
　

相
煎
る
こ
と　

何
ぞ　

太
だ　

急
な
る

　
　
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
激
し
く
煮
立
て
る
の
か
。

３　

問　

余　

何　

意　
　

棲　

碧　

山
（
李
白
「
山
中
問
答
」）

　
　

余
に
問
ふ　
　

何
の　

意
あ
り
て
か　

碧
山
に　

棲
む
と

私
に
尋
ね
た
、
ど
ん
な
考
え
が
あ
っ
て
緑
の
深
い
山
中
住
ん
で
い
る
の
か
と
。

４　

何　

日　

是　

帰　

年
（
杜
甫
「
絶
句
」）

　
　

何
れ
の　

日
か　

是
れ　

帰
年
な
ら
ん

　
　
い
つ
の
日
に
な
っ
た
ら
故
郷
に
帰
れ
る
だ
ろ
う
か
。

受
講
生
は
、
各
例
文
の
「
出
典
」
で
の
場
面
説
明
を
受
け
た
後
、
指
で

白
文
を
押
さ
え
な
が
ら
範
読
を
聴
き
「
語
順
」
を
確
認
し
た
後
、「
音
読
」

し
「
返
り
点
・
送
り
が
な
」
を
付
け
る
。
地
道
な
「
音
読
・
手
習
い
」
の

反
復
に
よ
り
「
日
本
語
」
を
磨
き
上
げ
て
き
た
先
達
に
よ
っ
て
、
遂
に

「
外
国
語
の
漢
文
」
は
「
我
が
国
の
古
典
」
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

「
音
読
・
手
習
い
」
学
習
は
「
祖
先
の
道
」
を
「
子
孫
の
道
」
と
し
た
好

例
で
あ
る
。

　

②
「
基
本
句
形
」
学
習

　

授
業
開
始
時
の
「
豆
テ
ス
ト
」
は
、
同
一
例
文
で
の
〈「
返
り
点
・
送

り
が
な
」

「
書
き
下
し
文
」〉
と
い
う
基
礎
反
復
学
習
で
あ
る
。
具
体

例
を
示
す
。

　

第
一
回
テ
ス
ト
〈「
返
り
点
・
送
り
が
な
」
を
付
け
よ
。〉

　
　
　

１　

百　

聞　

不　

如　

一　

見　

。

　
　
　
　
　
（
百
聞
は　

一
見
に　

如
か
ず
。）

　
　
　
　
　
　

↓
↑

　

第
二
回
テ
ス
ト
〈「
書
き
下
し
文
」
に
せ
よ
。〉

　
　
　

１　

百　

聞　

不
レ　

如
二　

一　

見
。一　
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（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

同
一
例
文
を
別
角
度
か
ら
繰
り
返
し
読
む
こ
と
が
基
礎
学
力
構
築
に
は

効
果
的
で
あ
る
。
次
に
「
基
本
句
形
豆
テ
ス
ト
」〈
全
１
２
回
〉
＝
〈
６

ペ
ア
〉
を
示
す
。

　

①
「
返
り
点
・
送
り
が
な
」
学
習

　

②
「
書
き
下
し
文
」
学
習

　

③
「
再
読
文
字
」（「
返
り
点
・
送
り
が
な
」）

　

④
「
再
読
文
字
」（「
書
き
下
し
文
・
口
語
訳
」）

　

⑤
「
使
役
・
受
身
」（「
返
り
点
・
送
り
が
な
」）

　

⑥
「
使
役
・
受
身
」（「
書
き
下
し
文
」）

　

⑦
「
否
定
・
禁
止
」（「
返
り
点
・
送
り
が
な
」）

　

⑧
「
否
定
・
禁
止
」（「
書
き
下
し
文
」）

　

⑨
「
疑
問
・
反
語
」（「
返
り
点
・
送
り
が
な
」）

　

⑩
「
疑
問
・
反
語
」（「
書
き
下
し
文
」）

　

⑪
「
仮
定
・
比
較
・
選
択　

そ
の
他
」（「
返
り
点
・
送
り
が
な
」）

　

⑫
「
仮
定
・
比
較
・
選
択　

そ
の
他
」（「
書
き
下
し
文
」）

以
上
の
「
豆
テ
ス
ト
」
は
「
中
国
古
典
読
法
Ⅱ
」
で
も
同
一
プ
リ
ン
ト
で

実
施
し
、
反
復
復
習
さ
せ
基
礎
知
識
と
し
て
定
着
さ
せ
る
。

〈
地
理
・
歴
史
的
把
握
〉

受
講
生
は
「
中
国
文
学
科
」
入
学
生
な
の
で
あ
る
か
ら
、
上
古
か
ら
現

代
ま
で
の
大
ま
か
な
「
中
国
文
学
史
」
は
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
入
学
生
が
「
春
秋
時
代
」
と
「
戦
国
時
代
」

と
を
正
し
く
区
別
で
き
て
い
な
い
現
実
・
前
期
授
業
時
間
の
制
限
な
ど
の

問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
〈
読
法
Ⅰ
〉
で
は
「
春
秋
・
戦
国
時
代
」
に
範
囲

を
絞
り
、
主
要
人
物
・
重
要
事
項
を
「
関
連
付
け
」
な
が
ら
「
知
識
補

充
」
し
、
五
百
五
十
年
間
の
基
本
的
な
「
地
理
・
歴
史
的
把
握
」
を
目
指

す
こ
と
と
し
た
。

　

基
礎
学
力
構
築
で
大
切
な
の
は
、
使
用
テ
キ
ス
ト
を
や
た
ら
に
増
や
さ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
信
頼
で
き
る
テ
キ
ス
ト
で
の
反
復
訓
練
が
学
力
の
核

を
作
る
。

◎
〈
地
理
〉
中
心
テ
キ
ス
ト
『
漢
文
必
携
』
資
料
編
「
中
国
歴
史
地
図
」
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＊
参
考
テ
キ
ス
ト
は
各
「
漢
和
辞
典
」
付
録
「
歴
史
地
図
」

◎
〈
歴
史
〉
中
心
テ
キ
ス
ト
『
新
字
源
』
付
録
「
中
国
文
化
史
年
表
」

＊
参
考
テ
キ
ス
ト
は
『
中
國
文
學
概
説
』
第
Ⅰ
部
「
概
説
文
」

そ
の
他
は
、
授
業
中
の
反
応
や
質
問
に
応
じ
て
、
各
学
生
が
持
っ
て
い
る

辞
書
で
調
べ
さ
せ
た
り
資
料
を
用
意
し
た
り
す
る
。『
新
字
源
』
付
録

「
中
国
文
化
史
年
表
」
は
「
読
む
年
表
」
の
好
テ
キ
ス
ト
な
の
で
、〈
読
法

Ⅰ
〉〈
読
法
Ⅱ
〉
と
も
に
中
心
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
「
テ
キ
ス
ト
」
を
活
用
し
た
指
導
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
主

要
人
物
「
斉
の
桓
公
」
に
つ
い
て
学
ぶ
時
に
は
、
中
心
テ
キ
ス
ト
を
使
っ

て
、「
桓
公
」
を
「〈
春
秋
〉
年
表
」
で
読
み
、「
斉
」
を
「〈
春
秋
〉
地

図
」
で
確
認
し
、「
時
」
と
「
場
所
」
と
を
「
関
連
付
け
」
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
業
績
と
し
て
の
「
春
秋
五
覇
」・「
管
鮑
之
交
」
と
い
う
人
間
関
係
を

学
び
「
知
識
補
充
」
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
、「
桓

公
」
が
〈「
い
つ
（
時
間
軸
）」・「
ど
こ
で
（
空
間
軸
）」・「
何
を
し
た
（
業

績
・
人
間
関
係
）」
人
物
〉
な
の
か
を
「
関
連
付
け
」「
知
識
補
充
」
し
総

合
的
に
把
握
す
る
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
は
次
に
述
べ
る
〈
人
物
・
思
想
的

理
解
〉
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

〈
人
物
・
思
想
的
理
解
〉

　
「
読
書
」
と
は
「
人
間
理
解
」
で
あ
る
か
ら
、「
三
本
柱
」
の
中
心
は

〈
人
物
・
思
想
的
理
解
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
人
物
〈
作
者
〉〈
登
場

人
物
〉」
が
「
何
を
考
え
（
思
想
）」・「
何
を
し
た
か
（
行
動
）」
を
読
み

取
る
の
が
、〈
人
物
・
思
想
的
理
解
〉
で
あ
る
。
し
か
し
、〈
語
句
・
文
法

的
学
習
〉
も
〈
地
理
・
歴
史
的
把
握
〉
も
、「
人
間
理
解
」
の
「
語
学
」

側
か
ら
の
・「
時
間
・
空
間
」
側
か
ら
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
解
方
法
と

い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
三
本
」
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
読
解
法

で
あ
る
と
同
時
に
、「
三
位
一
体
」
と
な
っ
て
「
読
書
」
を
支
え
る
「
大

黒
柱
」
で
も
あ
る
の
だ
。「
句
形
」
暗
記
こ
そ
「
漢
文
」
攻
略
法
と
謳
う

「
受
験
参
考
書
」
が
危
う
く
脆
い
の
は
、「
大
黒
柱
」
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。
因
み
に
「
良
心
」
あ
る
「
参
考
書
」
に
は
こ
う
書
い
て
あ
る
。

ａ　

語
学
的
理
解
（
１
語
彙　

２
語
法
）

ｂ　

精
神
的
理
解
（
１
把
握　

２
批
評
）

ｃ　

歴
史
的
理
解
（
１
事
項
の
整
理　

２
表
現
と
の
関
連
）

「
こ
の
三
系
列
」
は
「
深
く
融
合
し
た
理
解
の
し
か
た
で
あ
る
」

（
東
京
教
育
大
学
教
授 

小
西
甚
一
『
古
文
研
究
法
』
洛
陽
社
）

「
ぜ
ひ
必
要
な
の
が
、
古
文
の
教
科
書
そ
の
も
の
で
あ
る
」

「
何
と
い
っ
て
も
、
教
室
で
の
勉
強
ぐ
ら
い
力
の
つ
く
も
の
は
な
い
」

（
同
著
者
『
古
文
の
読
解
』
旺
文
社
）

「
教
科
書
」
を
捨
て
「
授
業
」
を
忘
れ
て
「
学
力
」
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
現
実
を
踏
ま
え
た
文
教
政
策
で
、
高
校
教
員
が
ま
と
も
な
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「
授
業
」
を
し
て
生
徒
が
「
教
科
書
」
中
心
に
一
所
懸
命
「
勉
強
」
す
れ

ば
、
大
学
入
学
者
に
は
研
究
の
土
台
と
な
る
「
基
礎
学
力
」
が
身
に
つ

く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
三
位
一
体
」
つ
ま
り
「
関
連
付
け
」「
知
識
補
充
」
し
総
合
的
把
握
を

目
指
し
た
〈
読
法
Ⅰ
〉
の
授
業
教
材
と
し
て
、『
史
記
』「
孟
嘗
君
列
伝
第

十
五
」
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
王
安
石
は
こ
の
作
品
を
読
ん
で
「
読
孟
嘗
君

伝
」
を
書
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、〈
基
礎
〉
の
「
文
章
読
解
」
と
「
関

連
付
け
」「
知
識
補
充
」
さ
せ
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
教
材
で
あ
る
。

（〈
前
期 

中
国
古
典
読
法
基
礎 

の
授
業
〉
参
照
）「
孟
嘗
君
列
伝
第
十
五
」

は
『
中
國
文
學
概
説
』
の
採
用
部
分
を
中
心
に
授
業
し
、
列
伝
末
の
「
太

史
公
」
人
物
評
も
取
り
上
げ
「
人
物
理
解
」
の
参
考
と
し
た
。

〈
後
期 

中
国
古
典
読
法
Ⅱ 

の
授
業
〉

　
「
高
校
」
か
ら
「
大
学
」
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
と
同
様
に
、〈
前
期
〉

か
ら
〈
後
期
〉
へ
の
流
れ
も
大
切
で
あ
る
。
本
年
度
の
〈
読
法
Ⅰ
〉
は
青

木
洋
司
先
生
と
分
担
し
て
受
け
持
っ
た
の
で
、
直
接
あ
る
い
は
電
話
・

メ
ー
ル
等
で
指
導
内
容
や
教
材
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
し
た
。
さ
ら
に
使

用
す
る
「
プ
リ
ン
ト
」
類
に
つ
い
て
も
交
換
し
合
っ
た
の
で
、〈
読
法
Ⅰ
〉

の
指
導
範
囲
の
整
理
が
で
き
〈
読
法
Ⅱ
〉
の
授
業
内
容
も
定
め
ら
れ
た
。

　
〈
読
法
Ⅱ
〉
は
〈
読
法
Ⅰ
〉
に
引
き
続
く
、「
語
句
・
文
法
的
学
習
」

「
地
理
・
歴
史
的
把
握
」「
人
物
・
思
想
的
理
解
」
を
核
と
す
る
、「
反
復

復
習
」・「
音
読
・
手
習
い
」
反
復
学
習
で
あ
る
。
ま
た
、
二
年
次
以
降
の

勉
学
・
研
究
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
授

業
で
あ
る
。

〈
語
句
・
文
法
的
学
習
〉

　
〈
読
法
Ⅰ
〉
で
実
施
し
た
「
基
本
句
形
豆
テ
ス
ト
〈
全
１
２
回
〉」
に
よ

る
「
反
復
復
習
」
で
あ
る
。
同
じ
く
授
業
開
始
時
に
行
い
、〈『
漢
文
必

携
』
で
解
説
→
自
己
採
点
→
提
出
（
出
席
確
認
）〉、
と
い
う
方
法
で
基
本

復
習
さ
せ
る
。

〈
地
理
・
歴
史
的
把
握
〉

　
〈
読
法
Ⅰ
〉
は
「
春
秋
・
戦
国
時
代
」
に
指
導
範
囲
を
限
っ
た
が
、〈
読

法
Ⅱ
〉
で
は
受
講
生
が
来
年
度
「
中
国
文
学
科
」
二
年
生
に
な
る
こ
と
を

踏
ま
え
、「
先
史
時
代
～
現
代
」
の
大
き
な
流
れ
を
（
授
業
時
間
の
許
す

限
り
）「
地
図
」
と
「
年
表
」
で
把
握
さ
せ
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
基
礎

学
力
構
築
の
観
点
か
ら
〈
読
法
Ⅰ
〉
と
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す
る
。

（〈
前
期 
中
国
古
典
読
法
Ⅰ 

の
授
業
〉〈
地
理
・
歴
史
的
把
握
〉
参
照
）

　
〈
読
法
Ⅱ
〉
で
は
「
先
史
時
代
～
現
代
」
の
大
き
な
流
れ
を
把
握
さ
せ

る
た
め
、
Ａ
３
（
Ｂ
４
）
判
一
枚
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
付
し
「
中
國
王



國學院雜誌  第 117 巻第 11 号（2016年） — 528 —

朝
略
年
表
」
と
し
て
ま
と
め
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
授
業
を
受
け
て
も

こ
の
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
が
作
成
で
き
な
い
受
講
生
が
い
る
。
こ
う
い
っ

た
学
生
に
共
通
す
る
の
は
「
板
書
事
項
し
か
ノ
ー
ト
し
な
い
」
授
業
態
度

で
あ
る
。
授
業
は
「
聴
く
」
か
ら
力
が
つ
く
。「
授
業
を
聴
く
」
と
は
、

目
に
見
え
る
板
書
事
項
だ
け
で
な
く
、
耳
で
聴
い
た
言
葉
も
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
何
と
い
っ
て
も
、
教
室
で
の
勉
強
ぐ
ら
い
力

の
つ
く
も
の
は
な
い
」（
前
出
）
と
い
う
の
は
、「
授
業
を
聴
く
」
姿
勢

あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
実
は
「
中
国
文
学
科
」
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
本
学
の
未
来
・
本
学
生
の
将
来
を
見
据
え
て
対
処
せ
ね
ば
な
ら

な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

〈
人
物
・
思
想
的
理
解
〉

　

ま
ず
「
語
句
・
文
法
」
の
復
習
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
が
、〈
読
法
Ⅱ
〉

で
は
来
年
度
以
降
に
も
配
慮
し
、
で
き
る
限
り
多
く
の
「
名
文
」
を
読
ま

せ
た
い
。「
臥
薪
嘗
胆
」
や
「
管
鮑
之
交
」
を
知
ら
な
い
（
授
業
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
）
受
講
生
の
現
実
を
踏
ま
え
、「
管
仲
と
鮑
叔
」・「
孟
子

と
荀
子
」・「
項
羽
と
劉
邦
」・「
李
白
と
杜
甫
」
と
い
っ
た
重
要
人
物
達
を

ペ
ア
に
し
て
「
読
解
プ
リ
ン
ト
」
を
作
成
し
て
み
た
。「
漢
文
」
は
何
と

言
っ
て
も
対
句
の
世
界
で
あ
る
し
、「
対
」
に
す
る
こ
と
で
「
人
物
」
の

個
性
が
際
だ
つ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
「
人
物
」
を
「
時
代
順
・
ジ
ャ

ン
ル
別
」
に
、
彼
ら
の
生
き
た
時
代
と
個
性
・
思
想
を
踏
ま
え
た
理
解
を

目
指
し
て
授
業
す
る
。
受
講
生
は
「
基
本
句
形
」
学
習
と
同
様
に
、
指
で

白
文
を
押
さ
え
な
が
ら
範
読
を
聴
き
「
語
順
」
を
確
認
し
た
後
、「
音
読
」

し
「
返
り
点
」「
送
り
が
な
」
を
付
け
る
、
と
い
う
伝
統
的
な
「
音
読
・

手
習
い
」
学
習
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
、
目
で
見
る
だ
け
頭
で
考
え
る
だ

け
で
な
く
、
手
探
り
で
感
覚
器
官
を
総
動
員
し
て
、
文
字
の
向
こ
う
側
に

い
る
「
人
間
」
と
の
出
会
い
を
目
指
す
の
だ
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
「
読

書
」
訓
練
が
「
基
礎
学
力
」
を
生
み
出
し
、
専
門
分
野
の
研
究
に
入
っ
た

と
き
の
自
分
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四　

漢
文
「
読
書
」
の
意
義

　〈
漢
文
「
読
書
」
構
造
図
〉
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「
読
書
」
と
は
畢
竟
「
自
己
理
解
」
で
あ
る
。「
読
書
人
」
と
は
「
読

書
」
し
「
人
間
理
解
」
を
生
活
の
常
と
す
る
知
識
人
の
こ
と
で
あ
る
。

「
漢
文
」
を
読
む
と
き
先
ず
出
会
う
の
が
、「
五
万
の
異
国
文
字
」
に
押

し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
必
死
に
な
っ
て
「
訓
読
法
」
を
編
み
出

し
た
幾
多
の
知
識
人
達
で
あ
る
。
彼
ら
が
我
が
国
に
も
た
ら
せ
た
「
か
な

文
字
」
は
、
こ
の
小
さ
な
島
国
を
形
作
っ
て
き
た
偉
大
な
発
明
で
あ
る
。

今
、「
日
本
人
」
が
「
日
本
語
」
で
生
活
し
て
い
る
の
は
「
か
な
文
字
」

が
存
在
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
日
本
の
言
葉
に
は
、
五
十
の
「
か

な
」
で
五
万
の
「
漢
字
」
に
挑
ん
だ
我
が
先
達
の
努
力
と
工
夫
、
そ
し
て

心
意
気
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
昔
も
今
も
「
漢
文
」
を
読
む
意
義
の
第
一

は
、「
訓
読
法
」
と
い
う
先
達
の
叡
智
に
直
接
触
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
の
「
叡
智
」
で
「
漢
文
」
を
読
み
「
知
識
」
を
身
に
つ
け
て
来
た
「
先

達
の
足
跡
」
が
、
今
を
生
き
る
我
々
へ
の
「
示
唆
に
富
ん
だ
道
標
」
と

な
っ
て
い
る
。

「
漢
字
」
は
「
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
」
発
明
の
偉
大
な
原
材
料
で
あ

る
と
と
も
に
、
今
な
お
「
日
本
語
」
に
磨
き
を
か
け
続
け
て
い
る
巨
大
な

砥
石
で
あ
る
。
本
学
の
恩
師
で
あ
る
中
島
司
有
先
生
は
「
日
本
人
の
文
化

の
特
質
は
、
こ
と
ば
型
」（『
書
の
こ
こ
ろ
』）
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
文
字

型
民
族
」
の
書
く
「
漢
字
」
は
「
話
し
こ
と
ば
」
で
生
活
し
て
き
た
「
こ

と
ば
型
民
族
」
に
と
っ
て
異
質
な
文
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
全
く
異
な
る
厄

介
な
抵
抗
に
我
が
先
達
は
、「
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
」
で
「
読
書
」
す

る
と
い
う
挑
戦
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
結
果
、「
日
本
語
」
は
語
彙
を
増

や
し
い
よ
い
よ
洗
練
さ
れ
て
、『
源
氏
物
語
』・『
奥
の
細
道
』
さ
ら
に
は

『
山
月
記
』
と
い
う
「
教
科
書
」
不
動
の
「
名
文
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ

る
。「
漢
文
」
を
読
む
意
義
の
第
二
は
、「
読
書
」
に
よ
っ
て
自
ら
の
「
日

本
語
」
が
磨
か
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

私
は
「
漢
文
」
を
「
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
」
で
読
む
。
先
達
に
倣
い

「
訓
読
」
す
る
。
一
方
、「
漢
字
」
の
発
音
を
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
ロ
ー

マ
字
）」
で
表
記
す
る
「
ピ
ン
イ
ン
」
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
共
産
党
の

政
権
樹
立
後
に
毛
沢
東
が
め
ざ
し
」（『
読
む
年
表 

中
国
の
歴
史
』
岡
田

英
弘
）・
１
９
５
８
年
公
布
の
「
漢
語
拼
音
方
案
」
に
基
づ
い
た
「
新
し

い
表
記
法
」
も
「
中
国
文
学
」
研
究
に
は
必
要
だ
と
思
う
。
当
然
、「
中

国
語
」
の
発
音
学
習
は
「
ピ
ン
イ
ン
」
で
行
う
。
確
か
に
、「
反
切
」
や

「
韻
書
」
に
比
べ
「
２
６
個
の
ロ
ー
マ
字
」
は
「
漢
字
」
の
発
音
表
記
に

極
め
て
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
、「
漢
字
」
の
他
に
「
か
な
文
字
」
を
持

つ
に
至
っ
た
「
日
本
人
」
に
と
っ
て
、
も
と
も
と
「
外
国
語
」
で
あ
る

「
漢
文
」
を
こ
れ
も
ま
た
「
外
国
語
」
の
「
ロ
ー
マ
字
」
で
発
音
す
る
こ

と
が
、
ま
と
も
な
「
読
書
」
に
な
る
の
か
頗
る
疑
問
で
あ
る
。「
漢
文
」

音
読
と
い
う
「
読
書
法
」
と
「
中
国
語
の
発
音
練
習
」
と
を
混
同
し
て
は

な
ら
な
い
。「
外
国
語
」
を
「
自
国
語
」
で
読
む
創
意
工
夫
が
「
訓
読
」
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で
あ
る
の
に
対
し
、「
自
国
語
＝
漢
字
」
を
「
外
国
語
」
の
借
用
で
読
む

こ
と
に
な
っ
た
「
ピ
ン
イ
ン
」
な
の
で
あ
る
。

文
字
を
持
た
な
か
っ
た
我
が
島
嶼
民
は
、
大
国
の
厖
大
な
「
漢
字
」
と

出
会
っ
た
時
か
ら
「
自
国
と
は
・
自
分
と
は
何
か
」
を
常
に
考
え
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
そ
し
て
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
末
の
「
漢
字
は
漢

字
、
日
本
語
は
日
本
語
」
と
い
う
認
識
か
ら
創
出
さ
れ
た
の
が
「
訓
読

法
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
あ
の
「
訓
点
」
を
施
さ
れ
た
「
訓
読
漢
文
」
を

読
む
度
に
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
。
先
達
は
「
漢
文
」
を
鑑
と
し
な
が
ら

自
国
や
自
己
を
映
し
見
て
き
た
。
更
に
書
中
の
「
人
物
」
に
出
会
う
度
ご

と
に
、
一
人
と
し
て
同
じ
「
人
間
」
は
い
な
い
こ
と
、
そ
の
誰
と
も
「
自

分
」
は
違
う
こ
と
を
痛
感
し
た
に
違
い
な
い
。
他
者
と
の
邂
逅
が
「
自
己

理
解
」
の
始
ま
り
と
な
る
。「
人
は
人
な
り
、
我
は
我
な
り
」
の
自
覚
に

至
る
こ
と
、
こ
れ
が
第
三
の
漢
文
「
読
書
」
の
意
義
で
あ
り
、
祖
先
の
叡

智
へ
の
道
で
あ
る
。

◆
参
考
資
料
・
文
献

〈
使
用
テ
キ
ス
ト
〉

・『
中
國
文
學
概
説
』（
平
２
２
）
國
學
院
大
學
中
國
文
學
科
編

・『
漢
文
必
携
』（
平
２
５
）
桐
原
書
店

・『
新
し
い
古
典
文
法
』（
平
２
５
）
桐
原
書
店

〈
推
薦
辞
書
〉

・『
新
字
源
』（
平
２
５
）
角
川
書
店

・『
漢
辞
海
』（
平
２
４
）
三
省
堂
、

・『
新
漢
語
林
』（
平
２
２
）
大
修
館

〈
主
な
高
校
教
科
書
〉

・『
古
典　

漢
文
』（
平
２
）
明
治
書
院

・『
論
語
・
史
記
・
唐
代
詩
文
抄
』（
平
５
）
東
京
書
籍

・『
精
選　

古
典
Ⅱ　

漢
文
編
』（
平
９
）
明
治
書
院

・『
高
等
学
校　

古
典
（
漢
文
編
）』（
平
１
７
）
桐
原
書
店

・『
改
訂
版　

高
等
学
校　

古
典
（
漢
文
編
）』（
平
２
３
）
桐
原
書
店

・『
高
等
学
校　

国
語
総
合
』（
平
１
５
）
第
一
学
習
社

・『
探
求　

国
語
総
合
（
古
典
編
）』（
平
１
６
）
桐
原
書
店

・『
精
選　

国
語
総
合
（
古
典
編
）』（
平
１
８
）
筑
摩
書
房

・『
新
訂　

国
語
総
合　

古
典
編
』（
平
２
０
）
第
一
学
習
社

〈
そ
の
他
の
参
考
文
献
〉

・
吹
野　

安
『
憂
う
！
わ
が
国
の
文
教
政
策
』（
平
２
６
）
明
德
出
版

・
中
島
司
有
『
書
の
こ
こ
ろ
』（
昭
６
０
）
講
談
社

・
岡
田
英
弘
『
読
む
年
表　

中
国
の
歴
史
』（
平
２
６
）
ワ
ッ
ク
Ｋ
Ｋ

・
小
西
甚
一
『
古
文
研
究
法
』（
昭
４
９
）
洛
陽
社

・
小
西
甚
一
『
古
文
の
読
解
』（
昭
４
９
）
旺
文
社

・
山
岡
萬
謙
『
漢
文
語
彙
字
典
』（
平
６
）
尚
文
出
版

・『
必
携
明
説
漢
文
』（
平
１
８
）
尚
文
出
版

・『
高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
は
何
を
扱
っ
て
い
る
の
か
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
１
２
京
都
書
房
）

・『
小
林
秀
雄
全
集　

第
四
巻
』（
昭
５
３
）
新
潮
社

・『
唐
宋
八
大
家
文
読
本　

七
』（
平
１
６
）
明
治
書
院

・『
史
記　

九　
（
列
伝
二
）』（
平
１
６
）
明
治
書
院
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・
渡
邊
焉
馬
『
歴
史
と
人
物
で
学
ぶ
漢
文
演
習
』（
平
１
３
）
河
合
出
版

・『
漢
文
総
合
学
習
の
試
み
』（
平
１
２
）
國
學
院
中
國
學
會
報
第
四
十
六
輯

・『
漢
文
読
解
の
試
み
』（
平
２
５
）
國
學
院
中
國
學
會
報
第
五
十
九
輯

・『
読
解
漢
文
レ
ベ
ル
１
～
４
』（
平
２
３
）
桐
原
書
店


